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１ 新居浜市議会市民との意見交換会「議会フォーラム 2018」の概要  

①開催目的  

 市民との意見交換を通して市民の多様な意見を把握し、政策形成に反映させるため、市民（団

体）との意見交換会を開催する。 

 

②開催概要 ※各常任委員会ごとに２日に分けて開催。 

日 時   Ⅰ 平成３０年１１月２０日（火）１９時～２０時３０分（環境建設、市民経済） 

      Ⅱ 平成３０年１１月２１日（水）１９時～２０時３０分（企画総務、福祉教育） 

会 場   あかがねミュージアム 多目的ホール 

 

③プログラム 

１１月２０日（火） コーディネーター 愛媛大学社会連携推進機構：前田 眞 教授 

第一部  環境建設委員会 

参加団体 新居浜市連合自治会  

テーマ「都市計画道路の見直しについて」 

   ・真に必要な道路は？ 

  第二部 市民経済委員会 

参加団体 新居浜市観光協会、新居浜市物産協会、新居浜観光ガイドの会 

テーマ「観光振興について」 

 １１月２１日（水） コーディネーター 愛媛大学社会連携推進機構：前田 眞 教授 

第一部 企画総務委員会 

参加団体 新居浜工業高等学校 

  テーマ「新居浜市の未来について ～若者の意見をきく～」 

   ・新居浜市で働く上での課題 

第二部 福祉教育委員会 

参加団体 教育委員、小中学校校長会、学校運営協議会 

テーマ「コミュニティスクールについて」 

・地域の子どもたちを地域総がかりで育む体制づくり 

・地域性を踏まえた特色ある教育の推進 

 

④来場者数 １１月２０日（火）… ７１人 

１１月２１日（水）… ８４人 
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⑤開催案内 

 

 

案内チラシ・ポスター 
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２ 開催結果  

 議会フォーラム２０１８は、２日間実施し、合計で１５５人が参加した。 

 

議会フォーラム２０１８議事録 

 

日時 平成 30年 11月 20日（火）19時～ 

場所 あかがねミュージアム多目的ホール 

 

  

            

■司会 市議会議員 田窪 秀道       ■開会挨拶 市議会議長 加藤 喜三男 

＜第一部 都市計画道路の見直しについて＞  

【コーディネーター】愛媛大学社会連携推進機構：前田  眞 教授 

【パネリスト】 ※敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

（環境建設委員会） 

・篠原  茂議員（委員長） 

・伊藤 謙司議員（副委員長） 

・仙波 憲一議員 

・佐々木文義議員 

・岡崎  溥議員 

・米谷 和之議員 

 

 

（新居浜市連合自治会） 

・新居浜市連合自治会長   日野 幸彦 

・金栄校区連合自治会長  坂本 安孝 

・高津校区連合自治会長  高橋 成一 

・中萩校区連合自治会長  三並  保 

・大生院校区連合自治会長 近藤  博 

 

 環境建設委員会 
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フォーラム記録 

●篠原議員＜委員長主旨説明＞ 

新居浜市の都市計画道路は、昭和 14年に都

市計画をして以来、人口増加、都市の拡大、

自動車の普及による交通事情の変化等、そ

の時代の社会情勢に対応すべく新たな道路

の都市計画決定や変更を行ってきた。しか

し、近年の少子高齢化社会の進行、厳しい

財政状況や都市を取り巻く環境の変化など、

決定から 70年以上も経過しているにもかか

わらず長期未着手となっている路線や、都

市計画決定時の必要性が変化しつつある路

線が存在している。本市では、都市計画道

路見直しを検討しているが、市民の皆さん

の声を聞き、一緒に考えたいと思う。なお、

新居浜市の都市計画決定路線の総延長は、

104キロメートル、現在の進捗率は、57.6％

である。 

○前田教授 

これから都市計画道路について進めていこ

うと思うが、移動しやすい道路、使いやす

い道路などの観点から意見をいただきたい

と思う。 

●日野会長（新居浜市連合自治会） 

市民としては、早く 100％完成にこぎつけて

いただきたいと思うが、なかなか難しい問

題だと思う。ぜひ重点的にどうしてもここ

が必要と思うところを皆さんで考えていた

だいて、早期の実現をしていただきたいと

思う。 

○前田教授 

具体的に今道路を使っていて、不便である

とか、問題点があれば、意見を出していた

だきたい。 

●日野会長（新居浜市連合自治会） 

５番磯浦阿島線は新居浜市の東西の幹線道

路であるが、多喜浜の自宅から新居浜駅に

行くときが難しい。16 時 45 分くらいから

18 時くらいまで、渋滞で動かない。タクシ

ーの運転手に駅まで乗りたいといっても時

間どおりに着くことはできないと言われる

のが現状であり、それほど混む。工業団地

はもちろん、四国中央市からどんどん流れ

てくる。国道 11 号線が混むから、下の方に

全部流れてくる。神郷の交差点からは、何

とか市役所の方には行けるが、駅の方には

行けないというのが現状である。副線があ

ればいいが、副線はない。副線といったら、

22 番西原松神子線であるが、田の上のとこ

ろがものすごく狭く、対向車がきたらどう

にもならない。これをなんとかいい方向づ

けをしていただければ、ありがたいと思っ

ている。 

●岡崎議員 

田の上に住んでいるが、22 番西原松神子線

が都市計画道路でありながら、宇高あたり
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は広くなっているが、あとは狭い。拡幅し

てきちんと整備する必要があると思う。旧

市内は網の目のようになっているが、 

川東に限らず、上部も南北の道路が非常に

少ない。提案だが、川東では、宇高中郷線

を設定するということは必要でないかと思

われる。昭和通り、敷島通り、平和通り、

駅前郷線が全部つながり、市役所通りの混

雑を緩和することができるし、救急・防災・

災害対策上も非常によくなると思うので、

その点を提案したい。４つの東西線を結ぶ

ことができる。 

○前田教授 

東西の道路の話が出てきて、南北の道路の

話が出てきた。地元で道路を使っている皆

さんで、上部や川東とか、南北の路線があ

ったらいいなというのがあるが、緊急度を

考えるときに、地元はどうか。 

●高橋会長（高津校区連合自治会） 

22番西原松神子線と 20番宇高西筋線が交差

しているところが、今新居浜で一番、交通

事故が多いところである。狭い上に、見通

しがきかない状態で、事故が起きている。

20 番宇高西筋線は、高津小学校の前の道路

であり、小学校で防災訓練をする際、消防

自動車を呼んだが、大型自動車は通れず、

小型自動車に変更したりした。またバスも

入りにくい。高津小学校自体は、避難所に

なっており、災害の時には、物資を運んで

もらうための、入る道がなかったが、一部

事業がされることになり、校区連合会の要

望が通った。完成までに５年くらいかかる

そうだが、うれしく思う。また９番郷桧の

端線も部分的に広くなったり、狭くなった

りしているので、両方から大型車が入れる

ような道にしてほしい。 

○前田教授 

生活を支えていく、事故を少なくする、緊

急車両が入れるようにするとかというと、

20番宇高西筋線と 22番西原松神子線の交差

点や、20番宇高西筋線などの話が出てきた。

もっと普段の生活の中で、考えつくような

路線はあるか。 

●日野会長（新居浜市連合自治会） 

20 番宇高西筋線は車の利用量が多く、離合

ができず、私も事故を起こしそうな目にあ

った。新居浜市は、線路で分断されて東西、

南北の道路がない。行き来があって、上部、

川東、川西の交流があるので、早く整備を

してもらいたい。道路網の整備によって、

都市が発展する。 

●坂本会長（金栄校区連合自治会） 

４番西町中村線については、滝の宮まで整

備が終わっている。そこからバイパスまで

は、７年くらいかかるという話を聞いてい

る。アンダーパスになり、費用がかかるの

はわかるが、西条市から入ってきて、最初
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に曲がる道なので、非常に混雑が続いてい

る。道がきれいになると、車も多くなるの

はわかるが、早く整備してほしい。また南

北道路の追加もできれば、ありがたい。滝

の宮公園のリニューアルの話も出ており、

公園にも、だんだん人が来ることになると、

通行量が多くなるという現状があるので、

金栄校区としては、そういうところが懸念

しているところである。 

○前田教授 

何もかも早くという話にだんだんなってし

まうということはわかるが、少し重要なと

ころや大切なところから進めていくという

話があるかなと思う。ハード整備をするだ

けでなく、ソフト対策も含めて今後考えて

いかなければならない部分があると思うが、

議会側から、もっとこんなことを考えるべ

きだとかあるか。 

●仙波議員 

基本的に一番困っているのは、県道と市道

の割合である。皆様から要望が多いのは、

県道の話である。都市計画と道路が合って

いる部分、合っていない部分がある。確か

に昭和 14年当時は、車の台数は少なく、車

も小さかったということがあるが、現在で

は車も大型化している部分がある。基本的

に道路拡幅は、道路周辺の方々の協力がな

ければ、なかなか進まない。道路が行きど

まりになっていたり、塀があって動かない

ということもあるかと思うが、皆様の協力

が必要であると思う。特に南北になってく

るとほとんど県道の話で、我々も県にお願

いしている段階である。それだけで遅れて

いるということではないが、そういう協力

関係がうまく進むかによって道路の進捗は

変わっていくのかなと思っている。 

○前田教授 

市だけでは、なかなかできないものがたく

さんあるかなと思う。そういうことを少し

考えていくと、必要だという機運を盛り上

げる、そういう道路が早くいるんだという

声がたくさん上がってくることが大事かな

と思う。道路のネットワークの話をしてき

たが、道路はつながって一つのものになり、

ネットワークを大事にするために路線をど

のように整備するのかという話が出てきた。

もう一つは、道路の使い方、昔の計画と今

の使い方は少し変わってきている部分があ

るかなと思う。これから人口が減少する社

会に入っていったときに、車道や歩道をど

う考えていくかは大事な要素になると思う。

道路の使い方を考えた時にこんなことがあ

るのではないかということがあれば、意見

をいただきたい。 

●坂本会長（金栄校区連合自治会） 

駅前地区で、道路が広くなって歩道ができ、

高齢者は横断する間に、信号が変わるとい
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う話があった。信号が短いところが何カ所

かある。そこは、信号のタイミングを含め

て、よく考えてもらいたい。 

●日野会長（新居浜市連合自治会） 

国道 11号線を中心とした東西の道路は完全

に整備されていない。その件について、上

部の方から意見を聞きたい。 

●近藤会長（大生院校区連合自治会） 

大生院校区は、２番新居浜バイパス線が拡

張されており、平成 31年３月までに完成す

るが、東西が 2本しかなく、国道 11 号線に

は、高速道路を通らないトラックが多く走

り、朝晩混雑している。11番上部東西線は、

山根大通りまでできており、事業中の 2.2

キロメートルを早く進めていただければ、

新居浜市で勤める方が、迂回して市内の会

社に行けるということもあるので、だいぶ

緩和されると思う。 

●伊藤議員 

工事が進まないというところで、将来の交

通事情を考えていかなければならない。高

齢化が進んでいくので、どういった道をつ

くるのか。今、自転車で通勤される方が多

いので、車で通勤する人を減らして、自転

車通勤にもっていくほうが。ハード面を備

えるというのは、これだけの要望を全部行

うと、10 年、20 年かかる。20 年もたつと、

車に乗る方は、だんだん減っていって、歩

く方と自転車の方が多くなる。今はどちら

かというと車優先で道をつくっており、車

道があって、自転車の専用道路があり、歩

道があるが、頭を切りかえていって、新居

浜プランを考えて、車道よりも自転車道を

大きくするとかに変えていく方が、交通の

渋滞は緩和されていくのではないかという

気がする。今から道をつくるところでは、

どちらかというとそういったところを中心

に考えていったら早いのではないかなとい

う気がする。 

○前田教授 

新しい提案があったが、交通の分担を変え

るという話があった。車だけに頼るのでは

なく、もう少し人に近い、自転車に切りか

えていくことが道路の使い方としてはある

かもしれないなという提案があった。生活

を変えていかないといけないという部分が

あるが、新居浜は自転車都市で、自転車が

盛んな町というイメージがあるが、そのあ

たりはどうか。 

●三並会長（中萩校区連合自治会） 

自転車は、高校生くらいしか見ない。中萩

は２万人の人口を抱えているマンモス校区

であるが、朝、一般の方で自転車に乗って

いる人に会うことは少ない。上部地区は船

木から泉川、角野、中萩、大生院と、新居

浜市の人口の約半分、６万人弱の方が住ん

でいる地域である。道路事情ということで、
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南北はある程度整備されており、11 番上部

東西線が平成 36、37 年には完成する予定で

あるが、東西に逃げ道が全くない。国道バ

イパスで本当に渋滞が緩和されるのか、朝

晩通る方は、身をもって経験されていると

思うが、渋滞で動かない。朝は、東行きは、

西条インターよりかなり西から混んでおり、

西行きもかなり混んでいる。現時点では、

上部東西線をしてほしいということと、旧

街道、昔のへんろ道が国道と並行してある

が、ここを通る車がかなりある。小学生が

登校しているが、雨の日は大渋滞になる。

幅員が約３メートルしかないので、狭い。

中村地区の方は、車両通行止めにしている

が、萩生地区から登校する子供は、そうい

うことが全然ない。できれば、部分的なと

ころでいいので幅員を広げてもらうよう、

早急に対処してもらい。また中萩公民館か

らちょっと西に行ったところの道であるが、

3.2メートルから 3.3メートルしかない道路

を離合できるようお願いしたい。 

○前田教授 

全線整備が難しく、退避的な部分を少し整

備するとかいろいろなやり方があるかもし

れない、工夫がいるかなと思う。 

●米谷議員 

私も上部に住んでいるが、図面を見ると町

なかに抜ける南北の道、バイパスであった

り、市が事業中の都市計画道路は早く整備

してほしい。上部に住んでいる方は上部の

道、川東に住んでいる方は川東の道という

ことになるから、その辺のところは、担当

課で道路の交通調査をしていると伺ってい

るので、そういうものを加味して、ある程

度、道路の優先度をポイント化していくこ

とも必要でないかと思う。都市計画道路と

いうことは、主要道路になるので、どうし

ても車中心になるかと思うが、車中心にな

ると歩行者には厳しいものになり、歩行者

中心になると、物足りないものになる。そ

の辺のところは道の目的によってメリハリ

をつけると、整備の仕方が変わってくると

思う。道の性格によって、一方通行にする

とか、小学生が通る間は、通行どめにする

とか、なかなか市民の力だけではできない

が、道路の使い分けというようなことも、

これからは考えていかなければならないの

ではないかと考える。 

まとめ 

○前田教授 

道路は、あれば越したことはないかなと皆

さん思われると思う。ただ時間もお金もか

かるということもある。やっぱり重要なと

ころから先にやっていくという話がある。

何が大事なのかを少し見える化をしていく。

先ほどもポイント制という話が出たが、わ

かりやすい形で整理されていくと、どこか

らやるべきか少し見えてくる。車中心の道

路はこれ、歩行者優先の道路はこういう部

分というメリハリを考えていったり、整備

するときに、いきなり全線が難しいのなら、

退避場などをつくりながら、一部広がって、

一部狭いような整備も場合によってはある

かもしれないと思った。もう一つは、暮ら
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し方で、環境対策と盛んに言われている。

ＣＯ２削減も盛んに言われていて、電気自

動車や水素自動車とかの話が出てきたりし

ているが、そういう意味でＣＯ２削減につ

ながるような暮らし方を。数が少ないかも

しれないが、自転車専用道路をつくってい

くとか、道路規制で考えていくとか、今は

画一的な整備の仕方ではなく、少し知恵が

入るような道路のつくり方、使い方ができ

ればいいかなと思った。本当に暮らしやす

い町にするために、基盤は大事な部分だと

思うので、いろんな知恵が集まればいいな

と思う。これで終わりたい。 
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議会フォーラム２０１８議事録 

 

日時 平成 30年 11月 20日（火）19時 50分～ 

場所 あかがねミュージアム多目的ホール 

 

＜第二部 観光振興について＞  

【コーディネーター】愛媛大学社会連携推進機構：前田  眞 教授 

【パネリスト】 ※敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■閉会挨拶 市議会副議長 豊田 康志 

 

 

市民経済委員会 

（市民経済委員会） 

・小野 辰夫議員（委員長） 

・永易 英寿議員（副委員長） 

・山本健十郎議員 

・伊藤 優子議員 

・藤田 幸正議員 

 

（（一社）新居浜市観光協会） 

・会 長  近藤 嘉郎 

・副会長  船越 豪晴 

（新居浜市物産協会） 

・会 長  白石 尚寛 

・副会長  越智 秀司 

（新居浜観光ガイドの会） 

・会 長   石川  潔 
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フォーラム記録 

●小野議員＜委員長主旨説明＞ 

政府においては 2030 年までに観光客を

6,000 万人にしようという目標を立ててい

る。毎年国内において、諸外国からの観光

客が増加している中で、本市においては非

常に企業型宿泊者が多いと伺う。本市には

太鼓祭りや、別子銅山文化遺産などの有望

な観光資源が多くある。そういった観光資

源を含め、いろいろな分野の方々と問題点

等意見を伺い、観光客増加につなげること

ができないか考えてみたいと思う。 

○前田教授 

新居浜の観光振興をどう進めるか。観光振

興の結果、何が見えてくるかというと、観

光客が増加、あるいは観光に関する収入が

増加するということになるが、それを目指

してこれからどのような取り組みをしてい

けばよいかということを今回話し合いたい

と思う。本日来られている団体の皆様から

観光の現状やお考えをご発言いただけたら

と思う。 

●近藤会長（新居浜市観光協会） 

当市と同等の人口規模の所では、観光客が

非常に多いのが道の駅や海の駅で、他の地

方では流行っている所もある。そのあたり

の見直しもできたらいいと考えている。 

〇前田教授 

新居浜はものづくりの町としてとても有名

であるが、観光で言うと最近は東洋のマチ

ュピチュが人気を博しているように思う。

そのような観光資源は他にどのようなもの

があるか。例えば先ほどの道の駅や海の駅

という話があったが、それ以外にも少しご

披露いただけたらと思う。 

●船越副会長（新居浜市観光協会） 

新居浜市の観光と言えば、別子銅山の産業

遺産群が大きな観光資源だと思う。それと

新居浜太鼓祭り、工業都市、ものづくりの

町の工場群が観光資源となるのではないか

と考えている。その中で別子銅山の産業遺

産群の観光の中心としてマイントピア別子

があるが、ここ 10 年程度で年間 26 万人だ

った観光客入込数が年間 70万人以上に、2.5

倍以上に増加している。しかし残念なこと

に、このお客様はあまり新居浜市内を周遊

していない。滞在型になっていないという

のが大きな問題ではないかと思っている。 

〇前田教授 

マイントピア別子には 70万人もの観光客が

訪れるが、市内を周遊しないところが課題

としてあるという感じである。他に、お土

産も含めて資源があれば聞きたい。 

●越智副会長（新居浜市物産協会） 

山の観光資源もあるが、海には大島が観光

資源としてある。日本で２番目に小さな大

島である。船で 15 分、大人 120円、子供 60

円で往復できる位置にある。周囲が９キロ

メートルから 10キロメートルあり、サイク

リングで約１時間 30分程度のコースである。

もう五、六年になるが、大体土日祝祭日に

レンタサイクルをやっており、コース案内

する人も用意しているがあまり来てくれて

いないのが現状である。これからシーズン

オフになったらなおさらである。特に最近
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思うのは、昔は自然の家みたいなもので１

泊していたが、この頃地元の方は大洲市や

西条市の自然の家に行っているようである。

まず、もっと地元をわかってほしいという

ことを市議会の皆さんにもお願いをしたい。

種子島の安納芋に匹敵する七福芋というも

のが大島にある。15 度近くの糖度があるす

ごくおいしいものである。新居浜には太鼓

祭り、干しエビ、そして白芋があり、これ

らをもっと活用して、我々のお菓子の業界

でももっと売り上げを伸ばしていきたいと

思っているが、来年開催されるさんさん物

語などを活用して広げていきたいと思うの

で皆さんのご協力をお願いしたい。 

〇前田教授 

そのあたりの協力はどのようなものがあれ

ばよいとお考えか。 

●越智副会長（新居浜市物産協会） 

トイレは立派なものができたのだが、大島

はどこに行くにも標識が無いので、コース

や史跡がわかるような標識をお願いしたい。 

〇前田教授 

今いろいろなところで、市民グループなど

が自分たちで看板をつくるなどの活動をし

ているところもあるが、そのようなことも

含めて、大島でそういうことができたらい

いと思う。また、特産品の七福芋や干しエ

ビを活用したいとのお話があった。なおか

ついろいろな資源、海の駅、道の駅、別子

銅山、お祭り、工場群、自然の家の復活。

そのあたり議会側としてはどうか。 

●伊藤議員 

新居浜市の観光については、割と新居浜市

の人が知らないことが多いと感じている。

先日、ボランティアでごみ拾いに行き、海

の駅ではないのだが、そこでキャンプをし

ている方がいたり、ビーチバレーをしてい

る方がいた。私たちもバーベキューをした

りしていたのだが、少しＰＲ不足を感じて

いる。マイントピア別子にしても産業遺産

にしても、東洋のマチュピチュにしても他

市の方が気づいて、すごくいい所だと思っ

たと思う。市内の人にも知っていただくこ

とが非常に大事だと思う。 

●近藤会長（新居浜市観光協会） 

おっしゃるとおりで、先ほどのお話はマリ

ンパークのことだと思うが、マリンパーク

は海の駅に指定されており、私も年間何度

もキャンプに利用するが、テント１張り 500

円で利用できるところは四国全部を探して

もそれほどない。海でも遊ぶことができ、

子供たちが遊ぶ遊具もある。そして何より

女性にうれしいのは、トイレがきれいに整

備されていることだと思う。本当にＰＲ不

足だと思うので、少し力を入れて頑張って

いきたいと思う。 

〇前田教授 
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市民の人も含めてＰＲするとすれば、どの

ような形でＰＲすればもっと広まるかとい

うのがあるかと思うが、最近はＳＮＳやイ

ンスタグラムできれいな写真を撮って発信

するとか、パンフレット作成、インターネ

ットを使って発信するなどがあり、うまく

伝えていくことができればいいと思うがそ

のあたりどうか。 

●石川会長（新居浜観光ガイドの会） 

お客様に観光案内をしている立場から言わ

せていただくと、先ほど船越副会長からお

話があったが、別子銅山といっても旧別子

から四阪島まで 40 キロメートルもある。別

子銅山といってもマイントピア別子、端出

場と東平、旧別子がある。そして今年 11月

１日にオープンされた星越にある日暮別邸

記念館がある。住友の産業遺産もあるし駅

もある。整備が進められている西洋社宅や

住友鉱山所長宅などもあり、そういったと

ころも案内には入っていくだろうと思う。

今トイレの話が出ていたが、私も旧別子銅

山、日浦から東平越えを年間 12 回から 13

回案内している。そうするとそこで一番困

るのは電話が通じないことである。山を越

えて新居浜側に来ると電話が通じるのだが、

海抜 1,000 メートルから 1,300 メートルく

らいまでは全く電話が使えない状態になる。

改善されれば非常に便利かと思う。今まで

やってきた中で事故はないが、そういった

点は今後考慮していくべきではないかと思

っている。 

〇前田教授 

電話が通じないことが逆に売り物になる売

り方もあるかと思うが、確かに事故の時に

はさすがに連絡体制が必要というのはある。

そのような意見があるがどうか。 

●永易議員 

電話が一部通じない点と、新居浜市の観光

振興計画を平成 30年３月に策定されている

が、観光に来られる方もインターネットを

通じて新居浜に訪れる方が一番多いという

ことで、インターネットを頼りに新居浜に

来られた方というのはおそらく現地でもイ

ンターネットを見られるので、ＷｉＦｉ環

境と電波状況は、マイントピア別子の施設

でも一部通じていない所もあるので、通信

環境の整備は観光客を迎え入れる上では大

事なことだと思う。 

〇前田教授 

最近はフリーＷｉＦｉがあちこちで整備さ

れていたり、インバウンドで外国からの観

光客の方がインターネットを利用して町な

かを歩いていくような話もあるかと思うの

で、あればいいと思う。 

●船越副会長（新居浜市観光協会） 

マイントピア別子では、11 月から施設全体

でＷｉＦｉを通じるようにしており、イン

バウンド受け入れ体制ということで、新居

浜で初めての免税店にもなっている。また、

カード決済もできるようにしてあり、イン

バウンドの受け入れ体制に取り組んでいる。 

〇前田教授 

もっと市内に広がっていくのも大切かと思

う。 
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●船越副会長（新居浜市観光協会） 

日暮別邸が移築されたということで星越地

区が注目を集めることになっていくと思う

が、観光客がこのあたりの地区も行き、マ

イントピア別子にも寄るというような相乗

効果があるような形で、お客さんが行きや

すいような仕組みづくりが大切。マイント

ピア別子では、お客さんに電動自転車で周

遊してもらうということで、レンタサイク

ルを実施しているが、山の上であるため、

なかなか借りる方は少ないのだが、市内に

そのような施設をふやすことで、観光に来

られた方が自転車で周遊するというような

こともいいと思う。 

〇前田教授 

どのように実現していくかを考えた時に、

自転車の空間を町なかでどのように利用し

ていくか、ということもあるし、ガイドと

して自転車で一緒に走ってくれる人がいる

かいないか、とかもあるかと思う。一緒に

走らなくても、ポイントポイントにガイド

の方がいて、その場所に行けばガイドして

くれるというのもやり方としてあると思う

が、そのあたりどうか。 

●伊藤議員 

物産協会と観光協会で協力してスタンプラ

リーのようなものを何カ所かつくって、そ

この場所に行けばお土産をもらえるような

ことを考えてはどうか。結構スタンプラリ

ーしている方は熱心にされている。起爆剤

としてどうか。 

〇前田教授 

全部回ったら何がもらえるのかというのも

あると思うが。 

●伊藤議員 

そこは、行政の方に頑張っていただいて。 

●船越副会長（新居浜市観光協会） 

観光協会で、市内を回ったらスタンプを押

すということはしていた。それと別子・翠

波はな街道ということで、四国中央市に行

く道についてもスタンプラリーをしている。

また、個別に別子の産業遺産を巡ろうとい

うことで、施設の中でもスタンプラリーを

やっている。 

●永易議員 

スタンプラリーもよい意見だと思うが、や

はり宿泊者が少ない。また、買い物客も松

山、高知に流れてしまうので、日帰りでは

なく、ライトアップするなどして夜型のメ

ニューも考え、夜の時間に観光いただける

メニューをうまく皆さんと開発できれば、

必然と宿泊客もふえるのではないかと思う。 

〇前田教授 

夜型のメニューとして具体的なものは何か

あるか。 

●永易議員 

私が思うに、新居浜の住友関連の工場群を
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川東の方から見るとか、期間を限定して定

期的に遊覧船を出すとか、または既にされ

ているところもあるが、観光施設マイント

ピアや日暮別邸記念館など期間限定で普段

見えないところをライトアップしてお得感

を出すとか、この時期にしか見えないとい

うことをインターネットなどで発信してい

けばいいと思う。 

●小野議員 

新居浜には太鼓祭りという観光資源がある

が、太鼓祭りで約 18 万人の観光客の方が来

られている。その時に一番観光客が多いの

が山根公園であるが、お土産コーナーがな

いのでバスで来られてお土産をどこかで買

われるのだと思う。東横インができたこと

により新居浜の宿泊施設が 1,800 室となっ

たが、約 18万人の観光客には対応できない。

いずれにしても新居浜市にお金を落として

いただくには、特設会場やお土産コーナー

を設けるなどして観光客の方にお土産を買

っていただくと、そのようなこともプラス

になると考える。 

●船越副会長（新居浜市観光協会） 

太鼓祭りの山根グラウンドでのかきくらべ

は 10 月 17 日に開催されるが、その際、マ

イントピア別子までの道が通行どめになる。

そのため、観光客の予約が入ってもキャン

セルするとか、一般の方が来られないとい

う問題があるので、以前から改善を要望し

ているがなかなか難しいところもある。新

居浜の太鼓祭りは四国三大祭りということ

で人気が出てきているが、新居浜市をＰＲ

するには太鼓祭りをもっともっとＰＲして

いくのがいいと考える。それと、宿泊施設

の話が出たが、私が思うのは例えば別子ハ

イツからマイントピア別子の間の立川地区

や大島地区に今空き家がたくさんあるが、

そういった民家を利用して宿泊できる、新

居浜をよく知っていただき、ホテルとはま

た違う宿泊ができるということで、将来そ

のような方向を考えていくのも面白い。大

島はすごく歴史のある島で、村上水軍の話

や遺構など島を散策するとゆっくり歩いて

も３時間で回れる。いろいろな体験もでき

るし、観光としては非常に面白いと思う。

それに加えて近くの黒島の妙正寺に妙正寺

桜という珍しいものがあったり、工場群や

塩田跡がある。工場見学などもその中に入

れて、なおかつ東港にクルーズを誘致する

などやはり受け入れ体制をつくる意味で、

観光に力を入れると面白いと思う。夜景に

ついては、例えば大島に宿泊した方が夜船

に乗って工場の夜景クルーズをするとか、

船に乗って魚釣りなどいろいろなことがで

きると思う。そのようなことをいろいろ考

えていくと産業遺産が一つの面であって、

大島近辺、塩田跡、工場群、港これを一つ

の面として、二つの面で攻めていくと結構

新居浜は観光でにぎわうような気がする。 

●山本議員 

観光振興を図るということで、このような

話ができるのは昔の新居浜では考えられな

い状況であった。私が議員になった昭和 62

年当時は、マイントピア別子や東平のトロ
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ッコ列車など、行政がいろいろなアイデア

を出した時代で、その後マイントピア別子

ができ、今では新居浜の観光は太鼓祭りと

マイントピア別子がある。大島も先ほど話

があったが、以前は大島で観光行政をやろ

うという動きもあったが、残念ながら一周

道路がつかなかったということもあり、行

政の不備も大分あると思う。これだけの方

が集まって観光振興を考えられるところま

で新居浜市がきたわけである。以前、中萩

小学校に広瀬宰平さんが建てた講堂や体育

館や職員室があったが、それを当時は無知

であったため全て壊してしまった。私は以

前松山市の助役に、マイントピア別子をつ

くるのはすごいと言われた。要は太鼓祭り

くらいしかなかったものをここまでできた

のだから、これは行政の足らない部分は民

間にやっていただきながらも行政が前に出

てやっていかなければならないと思う。 

〇前田教授 

積極的に今あるものを活用できればいい。 

●白石会長（新居浜市物産協会） 

新居浜の産業遺産、特に最近では見て回る

部分が充実しているのだが、その中で今、

体験型というのが非常に注目を集めており、

大島はともすれば非常に不便で、標識もな

かなか整備されていない部分はあるが、お

いしい魚やおいしい農作物が採れ、そうい

う体験型を絡ませて市、市議会とタッグを

組んでＰＲできればいいと思う。あと、お

土産コーナーが非常に少ないというところ

がある。物産協会としては物産パンフレッ

トを作成してＰＲはしているが、なかなか

浸透しない。今新居浜市の方でカテゴリー

別のパンフレットをつくってくれていて、

新居浜に来られた方は何が名産なのかわか

りづらいという話をよく聞くので、いろい

ろなものがあるというのは結局何があるか

わからないという状況につながっていると

思っており、ふくざくマップ、ざんきマッ

プをつくってくれているところである。そ

ういったパンフレットと連動させてスタン

プラリーをしてみたり、新居浜と言えばこ

れ、この店というのがたくさんあって、ど

の店もおいしいというような全体で周遊し

てもらえるような観光振興に結びつけてい

ければいいと感じている。 

〇前田教授 

すごくたくさんのものがある。一つ一つの

固有名詞が大切になると思う。ざんきやふ

ぐざくとか。七福芋を使った商品というの

は何かあるか。 

●越智副会長（新居浜物産協会） 

７年前くらいになるが、新居浜商業高校と

別子飴本舗でコラボした大福であったり、

永久堂のにいはまそだちであったり、七福

芋蒸し羊羹というものがある。ちょうど明

日、テレビのひめぽんという番組で、新居

浜の大島の宣伝と七福芋蒸し羊羹が特集さ

れるところである。マイントピア別子やア

サヒビール、タオル美術館などバスの日帰

り旅行が盛んであるが、市内では、日暮別

邸記念館、あかがねミュージアム、マリン

パーク、池田の池のしょうぶ園などを回る
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が、池田の池はバスが入れない、またあか

がねミュージアムもバスが停められないと

いうことで、交通整備ができれば非常に助

かると思う。新居浜市内で１日お金を落と

してもらえるコースをよく聞かれるのでぜ

ひ整備していただきたいと思う。 

●山本議員 

12 月２日にあかがねマラソンを開催する。

昨年も開催したが、今回はハーフマラソン

ということで 42.195キロメートルの半分の

距離を予定しており、清滝まで行くコース

である。市内、市外、県外から 1,600 人の

方が参加される。物産協会やマイントピア

別子には非常にお世話になっているところ

であるが、新居浜市のイベントもそうであ

るが、コンベンションのような形で新居浜

市へ誘致をして、宿泊施設もまずまず整っ

てきたわけであるから、市、観光協会が一

緒になってやっていけばいいと思う。 

〇前田教授 

連携できればいいと思う。特に今度のさん

さん物語を目指して連携してやるというこ

とができればいいと思うが、そのための目

標をどうつくっていくかというのがあるか

と思うが。 

●石川会長（新居浜観光ガイドの会） 

私たちはマイントピア別子を中心に観光ガ

イドを行っているが、問題は人の養成であ

る。つまり新しいガイドを育てるというこ

とだが、毎年６月、７月に１回、今年で５

回終了したが、やはりいい人材を多く求め

たいということで、いろいろなところに観

光資源があっても案内人がいなければわか

らないものである。今 17人しかいないので、

少なくとも 24 人から 25 人にしたいので、

市職員の方や市会議員の皆さんもガイド養

成に力を入れていただければ非常に助かる。 

〇前田教授 

去年このフォーラムで新居浜南高等学校の

ユネスコ部が参加され、東平においていろ

いろガイドされている学生の方のお話を聞

いた。ああいうことをやっていると地域に

対する愛着がすごく高くなり、彼女彼らた

ちの話を聞くと大学などで外に行っても帰

ってきたいという話もたくさんあった。そ

ういう意味では、本当に地域のことを知る

というのは大切であると感じた。またそれ

を伝えることにより身につき、自分事化で

きる。そういういい見本が新居浜にはある。

ぜひそういう形で若い人も巻き込んで広が

っていければいいと思う。いろいろなこと

を伝えないと分からない、理解できないも

のもたくさんあるのだろうなと思う。 

●近藤会長（新居浜市観光協会） 

人が足りないということと、さんさん物語

まで時間がない。看板なども非常に大切で

あり、他県で非常に成果が出ているやり方
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だが、京都の神社やお寺巡りの時にはＱＲ

コードを何カ所かに置いてあり、それに観

光客の方が携帯をかざすと、人がいない時

にでもその場所についてわかる。そして外

国語も使えるのでインバウンド対策にもな

る。そういうのを導入するとお金をかけず

に宣伝もできると思う。一番いいのは人に

説明してもらうことだが、人がいない時間

帯もそれがあるとフォローできるのではな

いかと思った。 

●永易議員 

日暮別邸について話が出たが、その南側の

星越エリアも今後新居浜市が整備を進めて

いくところであるが、先ほどのお話にもあ

ったように、現在行っても説明書きとかは

何もない。産業遺産の地図などがあればと

思うが、ＱＲコードがあれば、夜でも行け

るので非常に良いアイデアだと思う。早速

整備していかなければいけない課題だと思

った。 

〇前田教授 

環境整備があればチャンスが増えていくこ

とはあると思う。 

一般からの意見 

●一般人（男性） 

某議員からご案内いただいてこのような会

議があることを初めて知った。新聞紙上で

は議会報告も兼ねたという話であったが、

来られている方を見ると市議会議員とパネ

ラーと市役所の関係者が多いと思う。私は

企業に勤めているが、企業にもＰＲはきて

いなかった。このような会であれば何人か

誘うこともできたのだが。一部の方がやっ

ているような印象を受けたが内容自体は非

常に素晴らしいことである。私は大島出身

であるが、大島のことをこれだけ一生懸命

議論していただいて、島民のひとりとして

感謝申し上げる。ただ、島民の方はそこま

での意識になっておらず、高齢化も進んで

いる。大島公民館と大島小学校を島民が望

むのとは違ったような役割で市が考えてい

るような一面もある。もう少しＰＲの仕方、

シビックプライドという言葉がはやって久

しいが、こんなにいい新居浜市をなんとか

多くの方に見てもらいたいという以前に、

市民の方が自分の住んでいるところの良さ

を知らないのではないかと思う。商工会議

所では新居浜市をよく知ってもらうための

試験を年に何回か実施しており、勉強して

もらっているようだが、それが本当に市民

の心に入っているのかというとなかなか難

しいのが現状ではないか。特に新居浜市は

共働きが多いので市民に心の余裕がないと

いう一面もあるかと思う。どうかこういう

フォーラムを通じて多くの方に知ってもら

い、新居浜市を良くして、新居浜市に住ん

でよかったと思っていただけるように今後

このフォーラムが展開できることを感謝と

同時にお願いしたい。 

〇前田教授 

いろいろな形で伝えていくときに、何を伝

えていくのかということを考えながら伝え

ていかなければならない部分もあるかと思

う。大島で暮らしている人の生活も含め、
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人が大島に行くことはすごくいいことだが、

それが島の人たちにとってどういう意味が

あるのかも少し考えていくというのも大事

なことだと思う。ちょっと自分のことで恐

縮だが、しまなみ海道で自転車モデルコー

スをつくる事業にかかわったことがある。

その時に県や国が決めた自転車道というの

は路線だけで、島の人にとってみたら余り

関係ないところに路線があるという話があ

って、自転車はどちらかというと島の人に

とって邪魔なものだった時期がある。早く

走行して危ないなどの話があったが、その

自転車モデルコースづくりをしたときに、

島の人たちにとって自分たちが一番見ても

らいたいものは何か、体験してもらいたい

ことは何かということを島ごとに出し合っ

てもらった。さらにそれをどういうふうに

ルートにするか。そのときに考え方があっ

て、季節ごとに回れるようなコースを考え

ようとか、午前中３時間で回れるコースを

つくろうとか１日かけて回るコースをつく

ろうなど、島の人のアイデアでコースをつ

くって、それをアピールしたということを

やったことがある。そうすると島の人たち

にとっても自転車がなんとなく自分事化す

る。そしてそのコースを島の人たちと一緒

に自転車で走ってみた。そうすると砂がい

っぱいあって危ないから掃除をしようとい

うような動きになったり、ここで休憩した

いよねというような話が出たりして、自分

の家に来てもらったらお茶のサービスくら

いするよなどということが意見として出て

くるようになった。自分事化することによ

ってそういう環境が生まれてくるというこ

とがあると思う。外から見ていいと思うこ

とだけではなく、島の人の意見もちゃんと

聞いて、それらをつなぎ合わせるような考

え方がこれからの観光を考えた時には大事

なところかもしれないと思った。観光の周

遊、回遊しやすいルートをどう考えるかと

いうような話はいろいろな人がいろいろな

考え方でいろいろな関心に基づき回るコー

スが 100 人いたら 100 通りの回り方があっ

てもいい。そういうことを支えていける仕

組みはどんなものだろうかということも考

えていければいいと今の話を聞いていて思

った。知恵を出せば乗り越えられるという

のもあると思う。 

●一般人（男性） 

別子山の話もちらちら出たが、別子山のこ

とを議員さんや市の職員の方に知っていた

だきたい。知らないとＰＲもできないので

はないかと思う。先週土曜日の新聞に出た

ツガザクラだが、国の天然記念物指定の告

示を待つのみとなったのだが、実際にツガ

ザクラを見たことある議員さん、市職員の

方はどのくらいいるか。別子銅山発祥の地
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であるため重要視していただきたいと思う。

旧別子に行ったことある議員さん、市職員

の方がどのくらいいるか。別子には別子ダ

ムという全国でも珍しい民間のダムがある

のだが、あのダムの水がどうなっているか

ご存知か。溜まっている水はすべて工業用

水として新居浜市で使われている。このあ

かがねミュージアムは合併特例債を活用し

て建設されている。つまりは別子山との合

併がなかったらこの施設は建っていなかっ

たのではないだろうか。そのことを知らな

い市の職員もいるのではないか。最近話題

にはなっているが、合併協議会で、別子に

は別子観光センターや筏津山荘という宿泊

施設があったが、五、六年前に取り壊しに

なってしまった。部分的にはまだ 10年、20

年使用できる施設もあったがまとめて壊さ

れて更地になっている。筏津山荘などは合

併協議会で改築をするということになって

いたはずだが壊したままでそのままとなっ

ている。新しく代替の施設をという話が今

進んでいるが、建てかえと言えるような施

設をつくっていただけるのかと心配してい

るところである。今別子にくる観光客の方

がかなりの数いるが、泊るところがない。

ゆらぎの森があるが、定員が 20 人そこそこ

であり、金額が高く一泊 15,000円とかする

ので実質泊ることができず、帰らないとい

けない。滞在も短い。体験なども用意して

いるが、どうしても日帰りだと限られてし

まう。議員さんにも別子のことを理解して

いただいて、別子が 10年、20 年とずっと存

続できるように協力していただけたらと思

う。 

〇前田教授 

別子山の特徴を含めて考えていくべきでは

ないかという話があったが。 

●山本議員 

新居浜市議会も別子山のことについて無知

ではなく、筏津山荘のことについても地元

から強い要望がその当時なかったと思う。

別子山にはご存知のとおり学校をなくさな

いようにお願いしたいという話が自治会か

らあり、地元の子供はいないが市内の方か

ら募集して英才教育をするような学校も残

している。筏津山荘のことについても今い

ろいろと協議されていると思うが、私の記

憶では約７億円から８億円ほどの予算が別

子山に行っていると思う。それに比べて大

島はわずかな予算である。いずれにしても

私たちも別子山と一緒になって、平成 15 年

以後ずっとここにいる議員も含めて協議を

し、いろいろ努力をしており、別子山のこ

とについて忘れず、頑張っているので別子

山のことはよく存じ上げている。そのこと

だけお答えしておく。 

●一般人（男性） 

私は連合自治会長をしており、筏津山荘の

跡地の利用について要望も出したが、それ

が実現して、別子山が存続し、できれば発

展できるようにしていきたいと住民みんな

が考えているので、よろしくお願いしたい。 

●藤田議員 

いずれにせよ、我々も別子山のいろいろな
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事業についても全く反対というわけではな

いので、別子山の人たちもそれなりに取り

組んでもらいたい。そうでなければ住んで

いる方も少ないので厳しいが、限られた人

の中で、今連合自治会長さんが言われるこ

となどにも取り組んでいただきたい。そう

でなければ我々も声を大にして市長に要望

ができない。それは別にしても別子山には

素晴らしい資源があるので、多くの方に入

ってきてもらう、そのためには旧別子観光

センターがなければ、山を越えて別子山に

入って行ってもどこにも休憩するところが

ない。ぜひ整備していかなければならない

と思う。また旧別子の遺産に関しては、ガ

イドがいないと、一回きりで終わってしま

う。リピーターの方、大勢の方に来ていた

だいて、素晴らしい別子の山、産業遺産を

見ていただいて、また、友達を連れてきて

もらい、赤石の自然を満喫してもらうとい

うことでいろいろな関係の方が力を合わせ

て取り組んでいかなければならないのでは

ないかと思う。 

〇前田教授 

大事な資源ということをみんなが共感して

いけることが大切。 

●近藤会長（新居浜市観光協会） 

私の子が現在高校３年生だが、ボーイスカ

ウトに入っており、小学校低学年のころか

ら別子山や大島で非常にお世話になった。

夜型のメニューではないが、他の市とかで

やっているナイトウォークをするには非常

に良いところだと思うし、ふぐざくやざん

きなど先ほど話が出たが、うちの子が話す

のは昔大島で食べさせていただいたいりこ

めしの話である。掘り起こしていけばいろ

いろないいものが見つかってくると思うの

で、みんなで盛り上げていけたらと思う。 

〇前田教授 

本日いろいろなご議論があり、新居浜にあ

るいろいろな資源を大事にしていくという

ことが共感できたと思う。ただ、今の観光

のあり方というのは、大型バスで受け入れ

るというのがだんだん主流ではなくなって

きて、個人や家族、グループなどの旅行が

主流になってきて、そのような旅行客をど

う受け入れるかが大事になってきている部

分がある。そういう人たちを受け入れる仕

組みをどう考えていくのか。そこにはいろ

いろな資源がある。資源、場。場があれば

いいというわけではなく、事、そこで起き

ていることが大事になる。それに共感を呼

んでくれる人たちがいる。そういう共感を

たくさんの人たちが共有してくれると多く

の人たちが来てくれると思う。共感力が強

ければ強いほどいい。共感をどう生むかが

大切で、見て回るだけではなく、体験が大

事になる。ではそこでどんな体験が提供で

きて、その体験をいかに共感してもらえる

かというのがすごく大事である。体験の意

味とか価値をしっかり伝えていくことが大

事になる。そういうことを伝えていけるも

のがいいと思う。お土産品も、事を売ると

いうか、裏側にあるストーリーを売れるよ

うに。こういう思いでつくったとかこうい

う資源を大事にしてつくったとか、その裏

側にあるストーリーを大事にしていくよう

な形でいろいろな人に伝えていくのが必要

になるのかもしれないと思った。そこは手

間がかかって大変だろうとも感じた。一個

一個をそうやって磨いていくことが大事で、
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磨かないままあれば売れるという時代では

今はない。そういうのを考えていくときに

皆さんが協力して、自分たちの宝として売

っていきたいと共感する人たちが周りにい

ないといけないと思う。その共感者をいか

にふやしていくかも大事である。例えばさ

んさん物語で今度は東予地区全体を売り出

す中で新居浜はこうなのだとか、こう見え

るとか、新居浜を売っていくときに、産業

遺産はこう、別子山はこう、大島はこうと

いう人の関心を呼ぶヒエラルキーみたいな

ものがあると思うので、そういうことを積

み上げていくことがすごく大事であるとい

う気がした。一足飛びに観光と言うのは難

しいので、積み上げていく努力をしながら

進めていくということ。そこの共感がＳＮ

Ｓなどで伝わっていくのがたくさんあると

いう気がした。ぜひこれから新居浜の観光

が元気になっていただきたいと思って今日

の意見交換会を閉じる。 
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議会フォーラム２０１８議事録 

 

日時 平成 30年 11月 21日（水）19時～ 

場所 あかがねミュージアム多目的ホール 

 

■開会挨拶 市議会議長 加藤 喜三男      

■司会 市議会議員 小野 辰夫 

 

 

＜第一部 新居浜市の未来について ～若者の意見をきく～＞  

【コーディネーター】愛媛大学社会連携推進機構：前田  眞 教授 

【パネリスト】※敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画総務委員会 

（企画総務委員会） 

・田窪 秀道 議員（委員長） 

・三浦 康司 議員（副委員長） 

・加藤喜三男 議員 

・藤田 豊治 議員 

・高塚 広義 議員 

・太田 嘉一 議員 

・神野 恭多 議員 

・太田 嘉一議員 

・神野 恭多議員 

 

（新居浜工業高校） 

・機械科   宇川 圭次 

・電子機械科 加藤   竜 

・電気科   岡田 來海 

・情報電子科 神野 晃輝 

・環境科学科 伊田   嘉 
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フォーラム記録 

●田窪議員＜委員長主旨説明＞ 

近年の景気回復で県内の有効求人倍率も極

めて高い状態が続いている反面、本市では

高校卒業者の市内企業への就職率が極めて

低く、中小企業経営者からは悲痛な叫び声

が数多く聞かれるような状況下にある。本

委員会では、サブテーマを新居浜市で働く

上での課題と題し、市内でものづくりを学

んでいる工業高校の生徒たちから意見を聞

くことにより、その課題解決に向けてどの

ようなことができるかを考えてみたいと思

う。 

○前田教授 

今、市内の就職率がかなり低いという話が

あった。それをどう改善していくのかとい

うこともあるが、これからの新居浜を担う

若い高校生の皆さんと、新居浜市について

どういうことを思っているのかを含め、意

見交換できればと思っている。最初に、新

居浜市がどんな町であれば住み続けたいと

思うのか、その辺から話を伺いたい。 

●宇川さん（新居浜工業高校 機械科） 

交通の面で不便な面が多々あると思う。朝

通学する際にも車が渋滞しているので、私

たちもこれから就職するに当たって、渋滞

を改善したらと思う。 

○前田教授 

自転車で通学するとき、こんなことが困っ

ているという点はあるか。 

●宇川さん（新居浜工業高校 機械科） 

自転車道の整備などがもう少し行き届いて

いたら、安全に行けると思う。 

●加藤さん（新居浜工業高校 電子機械科） 

若者離れが進んでいるので、若者に人気の

ある商業施設などをもっとふやせばいいと

思う。 

○前田教授 

どんな施設がいいと思うか。 

●加藤さん（新居浜工業高校 電子機械科） 

ラウンドワンのような、スポーツができる、

家族でも行ける場所などをつくればいいと

思う。 

●岡田さん（新居浜工業高校 電気科） 

宇川君と同じで交通整備が一番目立ってい

て、自転車が通る道に住宅の木が出ていて、

それを避けて車道に出るとクラクションを

鳴らされたり、信号でとまるときも場所が

ないとか、そういうところがよくあるので、

改善されたらもっとよくなると思う。 

●神野さん（新居浜工業高校 情報電子科） 

水道代が無料になればいいと思う。水道代

の有無はほんの少しの差かもしれないが、

生活にちょっとした余裕ができるので、無

料になるとうれしい。 

●伊田さん（新居浜工業高校 環境科学科） 

宇川君と同じ意見になるが、踏切での渋滞
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がとても多いと思うので、高架にして、車

の渋滞をなくしてスムーズに通れるように

すればいいと思う。 

○前田教授 

こんな町になれば、若い人たちは住み続け

るかもしれないというのが出てきたかと思

う。感想でもいいが、議員の皆さんはどう

か。 

●田窪議員 

今回のテーマを考えた根拠になるが、毎年

５つの新居浜の高校と高専の生徒たち年間

約 1,100 人が卒業し、その中で約 200 人弱

が東予圏域に就職しているというデータが

ある。新居浜商工会議所に登録している企

業は現在約 2,500 社で、結果的に隅々まで

人が行き渡っていないのが実態であるが、

今日お見えの皆さんはすでに市内で就職を

決めたということだが、どのようなことで

決めたのか、そういうところがわかればあ

りがたい。 

○前田教授 

どんな町ならいいかという話もあったが、

皆さんはすでに市内に就職することが決ま

っている。なぜ市内に就職するのかを聞き

たいということなので、順番に発言をお願

いする。 

●伊田さん（新居浜工業高校 環境科学科） 

私は、収入や休暇はもちろん、祭りが大好

きなので、地元に貢献したいという思いか

ら市内に就職した。 

○前田教授 

祭りの存在は大きいのか。 

●伊田さん（新居浜工業高校 環境科学科） 

大きい。 

●神野さん（新居浜工業高校 情報電子科） 

親孝行したいと思って市内の就職を目指し

た。それと、伊田君と同じで祭りが好きな

ので、祭りなどに参加して地域の活性化に

貢献できたらいいと思い、市内の就職を希

望した。 

○前田教授 

親孝行したいということだが、就職が決ま

って親は喜んだのか。 

●神野さん（新居浜工業高校 情報電子科） 

喜んでくれた。 

●岡田さん（新居浜工業高校 電気科） 

将来その仕事がずっとある可能性があると

ころに就職しようと思った。高校を選ぶと

きも、将来どこに行っても電気はなくなる

ことはないと思って選んだ。太陽光発電な

どが家庭で行われており、もし家で電気が

全て賄えれば発電所がなくなっても大丈夫

になってしまうが、電気にかかわる中でも

電気を使う材料はいつまでも必要だろうと

思い、仕事としてなくならない、安定した

ところを考えて就職した。 

●加藤さん（新居浜工業高校 電子機械科） 
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神野君や伊田君と同じで祭りが大好きで、

地元でも有名な大企業で活躍したいと思い、

選択した。 

●宇川さん（新居浜工業高校 機械科） 

溶接の仕事につくが、高校の部活動で溶接

の全国大会に出場し、そのときにものづく

りの楽しさ、溶接の楽しさも感じ、クレー

ンをつくるのだが、地元でも大きなものを

つくってみたいと思い、地元で就職したい

と思った。 

○前田教授 

学校での学びが自分の生きがいにつながる

ようなことがあるかと思うが、皆さんは企

業の情報をどうやって入手したのか。 

●宇川さん（新居浜工業高校 機械科） 

インターンシップで１週間くらい実際に企

業で働いて、その後にみんなで意見交換、

発表をする。そのときに、この会社がいい

なと知ったりする。 

●加藤さん（新居浜工業高校 電子機械科） 

部活の先輩がその会社に就職していて、そ

こで聞いた。 

●岡田さん（新居浜工業高校 電気科） 

加藤君と同じで、昨年入社した部活の先輩

方に、実際にどういう仕事をしているのか

を聞いた。 

●神野さん（新居浜工業高校 情報電子科） 

インターネットなどで企業のことを調べた。

あとは、加藤君や岡田君と同じで、部活の

先輩や科の先輩などに話を聞いた。 

●伊田さん（新居浜工業高校 環境科学科） 

加藤君と同じように部活の先輩や家の近く

でその企業で働いている人から、こういう

企業があるということを聞いて選んだ。 

○前田教授 

若い人たちが市内で就職する動機として、

祭りが一番効果があるような気がしたが、

祭りがあるとか親孝行したいとか、ずっと

あり続ける仕事を選ぶということがあると

思う。地元の大企業とか、今まで学んだこ

とを生かしたいという話もあったが、今の

話を聞いてどうか。 

●高塚議員 

私も新居浜工業の電気科を卒業して住友共

同電力に入ったが、地域の方が住友共同電

力に行っていて、そこが非常にすばらしい

ということで、最終的には兄弟などいろん

な意見も聞いて決めたが、今はインターネ

ット等を見ると、会社の採用条件のところ

に、こういう条件で厚生はこうとあり、先

輩の声を載せている企業もあるが、ほとん

どは給与条件しか載っていないので、先ほ

ど皆さんが言われたように、人からアドバ

イスを受けることが一番説得力があるのか

と思う。実際に働いている人の意見が大事

かと思う。私自身そういう経験があったの

で、今後、現場で働いている人の意見をし

っかり会社の情報に載せていくということ

も大事かと思った。 

●加藤議員 

インターンシップ先が皆さんの希望どおり

かをお聞きしたい。皆さんはもう就職が決

まっているが、インターンシップで見てき

たところがよかったのでそこを選んだのか、
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それとも、先輩がいる会社の方がいいから

そこに決めたのか。自分の希望したところ

にインターンシップに行ってそこがよかっ

たから新居浜に残ろうとか、やっぱりだめ

だから都会へ行こうというのが多いのでは

ないかと思うが、その辺はどうか。 

●宇川さん（新居浜工業高校 機械科） 

各企業の受け入れ人数が決まっており、じ

ゃんけんで負けたためインターンシップ先

は溶接の会社ではなく、機械科の科長から

勧められたところに行った。そこは悪いこ

とはなかったが、自分の求めている仕事で

はないと思った。インターンシップが終わ

ると、学科で自分がどんなところに行った

か、どういう仕事をしてきたかという発表

があり、そこで自分が行きたかった会社の

発表を聞いて、やはり行ってみたいと思い、

その会社に就職した。 

○前田教授 

来年就職して後輩の皆さんがインターンシ

ップに来たら、伝えていくことができると

思うが、皆さんが就職する企業に入って、

工業高校で得た学びが生かされる実感はあ

るか。 

●宇川さん（新居浜工業高校 機械科） 

溶接は、工業で学んだ知識そのものなので、

生かせる仕事だと思う。 

●加藤さん（新居浜工業高校 電子機械科） 

ものづくりの難しさなどは、ずっと思うも

のだと思う。達成感はある。 

●岡田さん（新居浜工業高校 電気科） 

就職先はパソコン業務で、実際に現場に行

ったりしてみるという感じだが、実際に電

気に関する知識があるので、現場の方の気

持ちを、実際インターンシップに行ったと

きにも感じたりしたので、仕事をこういう

ふうにお願いしたいというときにも、現場

の方のことを優先して考えられるように、

と考えている。 

●神野さん（新居浜工業高校 情報電子科） 

従事する仕事は、工場の設備の点検や改善

であり、私は情報電子科でプログラミング

などを行っているが、工場の機械を動かす

ときにもプログラミングを用いるので、役

に立つのではないかという実感はある。 

●伊田さん（新居浜工業高校 環境科学科） 

加藤君と同じように、ものづくりをして難

しさを感じて、それを乗り越えた達成感が

とてもよかったと思う。 

○前田教授 

それは学校の学びだけではなく、インター

ンシップとか企業に行って感じたものとい

うことか。 

●伊田さん（新居浜工業高校 環境科学科） 

はい。 

○前田教授 

学校での学びとインターンシップ、企業で

の学びがあって、その両方が皆さんのいろ

んなことを決めていくベースにあると少し

思った。あともう一つは、地域にいろんな

情報があふれている。先輩やその企業に勤

めている人がたくさんいて、そういう人た

ちの話を聞く機会が結構ある。そういうも

のが、市内に就職したいというきっかけに
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つながることが結構ある気がする。そうい

う環境をもっと生かす、もっとこういうふ

うにすれば、市内の就職者数をもう少し上

げていくことができるとか、その辺はどう

か。 

●田窪議員 

ここに来られている５人の生徒は市内に就

職していただいて本当にありがたいが、新

居浜工業高校は、160 人くらいが毎年卒業す

る。就職する上で学校に来る求人の案内も

あるから、就職の先生もその企業を紹介し

ていく過程で、極端に言えば新居浜の企業

で働きたいのに、先生が企業を紹介してく

れて、親の介入もあったりして、市外、県

外の大企業を考えてくれないか、そこなら

市内より、福利厚生も給与もいいよと提示

されたら、生徒の気持ちも揺らぐのではな

いか。今日来られた皆さんは市内の企業に

決めていただいたが、そうでない生徒もい

るので、それはどういうことで決めている

のか。企業側からの情報発信力を相当上げ

ないと、新居浜で働く選択肢もふえないの

ではないかと少し心配している。 

●藤田議員 

市内で就職する人が少ないが、例えばＩＴ

とか、どういう職種が新居浜にあれば就職

したいとか、友達の声を聞いたことがない

か。 

●岡田さん（新居浜工業高校 電気科） 

新居浜西高の友達などがいるが、なるべく

鉄工所とかではなくパソコンなどでできる

仕事をしたいというように、今どきの子が

考えている風潮があり、実際に鉄工所など

に行ったら上の人たちにきつく言われると

いうイメージがついてしまっていると聞い

たので、そういうところが改善されたらよ

くなっていくのではないか。 

●神野さん（新居浜工業高校 情報電子科） 

市外や県外の企業の方が給与がいいという

ことで選んだと聞いた。それと、ひとり立

ちをしたいので市外や県外の企業を選ぶと

いう人もよくいる。 

○前田教授 

給与が高いところに行くと支出も高いと思

う。その辺のバランスを訴えていかないと

いけない。自分がどういう生活を送りたい

のかという話もある。当然やりたい仕事を

やっていくのはいいと思うが、ワークでは

なくライフ、そこでどんな生活ができるか

という話。さっき親孝行したいとか祭りに

かかわれるとか、生活にかかわる要素で皆

さんの中で大事なものがある。そういうも

のをどう訴えていけるのか。自分たちのラ

イフデザインとして考えたときに、学校で

の学びや企業での学びを生かすということ

もあるが、地域の生活に関する情報を提供

しながら、新居浜に就職するとこういうこ
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とができるという話はあると思う。会場の

皆さんから意見があれば出していただきた

いと思うが、どうか。 

（意見なし） 

まとめ 

○前田教授 

いろんな企業を判断する基準、イメージは、

まず、市外の大企業、首都圏、都会の大企

業、次に市内の大企業、次に市外の中小企

業、市内の中小企業、そういう変なヒエラ

ルキーがあって、それに少し惑わされてい

る部分があるのではないかと思う。皆さん

が感じてくれている、新居浜で働く魅力、

そういうものをきちんと伝えることが大事

かもしれない。昨日もシビックプライドの

話が出たが、自分たちの町に誇りを持つ、

自分の仕事として誇りを持つ、そういうと

きに周りがそう思っていないと、なかなか

イメージが変わっていかないかもしれない。

地元で働いてくれている人たちを顕彰して

いくようなやり方だとか、そこにある仕事

のすばらしさみたいなものをちゃんと伝え

ていくことができるとか、それらがいろん

な生活を支えていく基本的なところとして

大事なものというようなことをちゃんとア

ピールしていかないといけない。彼らが地

元の企業に就職してくれてやっていること、

それぞれの仕事の生きがいみたいなものも

含めて、彼らのこれからの動きも含めて、

新居浜のいい事例として紹介できるとか、

こういう仕事の仕方や暮らし方があるとい

うことをちゃんと伝えていけたらいいと思

う。地域にあふれる情報の中でいいモデル

ケースをどんどん発信できる、いろんな気

づきがある、その気づきを大事にすること

ができればいい。先ほど難しさを乗り越え

る達成感の話が若い人たちから出てきた。

大変なことがいっぱいあるかもしれないと

思うが、それを乗り越えたときの達成感を

いろんな人に味わってもらえるようになれ

ばいいと思う。インターンシップで１週間

企業に来てもらうときに、そういうことを

体験できるようなプログラムが開発される

のもありだと思う。愛媛大学も、学生の６

割は県外から来ている。県外就職率も６割

で、県外に出ていく学生が多い。いかに県

内にとどまってもらうかという話をしてい

るが、皆さんと同じようにインターンシッ

プやフィールドワークの話もあるが、愛媛

で暮らしたときのライフデザインがどうな

のかということ。確かに都会に行くと給料

は高いが支出も多い。仕事に追われた生活

になってしまうかもしれない。愛媛だとも

う少しゆったりした生活ができるかもしれ

ないということを考えて、ワークライフバ

ランスの話で展開できればいい。新居浜は、

祭り、生活を支えるいろんな象徴するもの

があったりする。そういうものを生かすこ

とができればいいと思う。皆さんも若い人

たちを応援するときに、仕事だけではなく

生活という視点から、新居浜で暮らしてこ

ういうところがよかったと、どんどん発信

していくようなことができるといい。それ

がちまたに情報としてあふれて、新居浜で
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生活しているとこんないいことがあったと、

皆さんが本当に思えるかどうか。新居浜に

は何もないから外に行けとわざわざ言う人

たちがいる。そうならないように、新居浜

に住むとこんなにいいことがある、自分は

こんないい思いをしたということを子供た

ちに伝えていけるかどうかが、大人側の問

題としてある。いろんなことを考えて、体

験して、新居浜のことを考えてくれる若者

が少しずつふえていけばいいと思うが、そ

ういう方向性を皆さんで盛り上げていかな

いといけない。これは、若い人たちの思い

だけでは足りなくて、大人たちがそこをし

っかり支えていかないと、なかなか地元に

定着しない。新居浜はお祭りがあるので一

番いいと思うが、若い人たちが、あの時は

ああだったと話せるような共通の思い出を

たくさんつくるのが大事。それらを若い人

たちに提供するだけではなく、若い人たち

と一緒につくっていく。若い人たちが参画

して、自分たちの思いを実現していくよう

な形で共通の思い出ができるようなことを

繰り返していくことが大事だと、今日話を

聞きながら思った。ぜひ、新居浜の若い人

たち、もっとたくさんの人にずっと新居浜

に住み続けてもらえるように、大人も若い

人たちもこういう形で努力できたらいいと

思う。これで、第一部を終わりたい。 
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議会フォーラム２０１８議事録 

 

日時 平成 30年 11月 21日（水）19時 50分～ 

場所 あかがねミュージアム多目的ホール 

 

＜第二部 コミュニティスクールについて＞   

【コーディネーター】愛媛大学社会連携推進機構：前田  眞 教授 

【パネリスト】※敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■閉会挨拶 市議会副議長 豊田 康志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉教育委員会 

（福祉教育委員会）  

・藤田 誠一議員（委員長） 

・大條 雅久議員（副委員長） 

・近藤  司議員 

・豊田 康志議員 

・藤原 雅彦議員 

・井谷 幸恵議員 

 

 

・教育委員       近藤 智佳 

・教育委員       本田 郁代 

・北中学校校長     小笠原忠彦 

・新居浜小学校校長   篠原 直樹 

・宮西小学校校長    星川 孝徳 

・北中学校ＰＴＡ会長  藤田  優 

・新居浜公民館館長   高田  実 

・口屋跡記念公民館館長 高田 憲二 
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フォーラム記録 

●藤田議員＜委員長主旨説明＞ 

コミュニティ・スクールは、学校運営に保

護者や地域の皆様が参画することで、地域

とともにある学校づくりが促進され、それ

により地域と家庭と学校が互いに信頼し、

力を合わせ、それぞれの立場で地域の子供

の成長を支えていくことを目的としている。

本市では、平成 31 年度からすべての小中学

校での導入を目指している。そのような中

コミュニティ・スクールについて、学校の

声、保護者の声、地域の声を聞き、皆様と

一緒に考えたいと思う。 

○前田教授 

コミュニティ・スクールについて、これか

ら協議を進めていきたいと思う。 

●大條議員 

地域で子供を育てると言っても学校である

から校長先生を中心に運営を進める点も重

要だと思っている。文部科学省が全国のコ

ミュニティ・スクールの先進事例をまとめ、

また、運営の枠組みを示しているが、まず

北中校区のコミュニティ・スクールが目指

す形というものを説明していただいたら、

来ている市民にもわかりやすいと思うので

お願いしたい。 

●小笠原北中学校校長 

一般的にコミュニティ・スクールとは、地

域とともにある学校のことである。最近、

子供たちを取り巻く環境や学校が抱える課

題は、複雑化、多様化しているため、学校

と地域の連携、協働の重要性が言われてい

るが、保護者と学校と地域住民が、家庭で

しつけ、学校で学び、地域で育てるといっ

た従来の基本的な役割を果たしながら、目

標（地域でどのような子供を育てるのか）

やビジョン（何を実現していくのか）を共

有し、子供たちの成長のための特色ある学

校づくりをしていこうとするものである。

話し合う場が必要になるため、学校運営協

議会を設置することになる。構成員として

は、保護者、地域住民、学校関係の代表者

であり、学校運営協議会の役割としては、

校長が作成する学校運営基本方針の承認や

地域等の意見を学校運営や協働推進に反映

することである。コミュニティ・スクール

を導入することで、子供たちにとっては学

びや体験活動の充実、自己肯定感や思いや

りの心が育つ、安心安全な生活ができると

いった魅力がある。教職員にとっては、地

域の理解と協力を得た学校運営の実現、地

域の協力による教育活動の充実や子供と向

き合う時間の確保といった魅力がある。ま

た、保護者にとっての魅力としては、学校

や地域への理解の深まり、人間関係や地域

ネットワークの構築、防犯・防災体制の構

築といったことである。北中学校には、新
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居浜小学校と宮西小学校の卒業生が入学し

てくるため、９年間の学びの中で子供たち

を育てていくということで、３校が一つに

なってコミュニティ・スクールを推進して

いくことにしている。北中校区としては、

各学校の共通課題として、学習習慣の定着、

学習の充実、自尊感情や思いやりの心や自

主性の醸成、育成があることから、豊かな

心を持ち、健康でたくましい児童生徒の育

成という校区の教育目標と自分で学ぶ子、

心と体の強い子という校区のこども像を設

定している。その具現化に向けて、学力向

上と健全育成の視点から、３者が基本的な

役割を担いながら、連携し進めていこうと

考えている。新しい行事をふやすことばか

りを考えるのではなく、これまでの行事を

見直して、運営できたらと考えているが、

新居浜小学校と宮西小学校の独自の教育活

動もあるのでそれを生かしながら、義務教

育９年間を見越した３校の連携を図りたい

と考えている。北中校区の学校運営協議会

には、地域からは各公民館長、連合自治会

長、主任児童委員が、保護者としては各校

のＰＴＡ代表者が、学校としては各校の校

長と教頭が、事務局としては各校の教頭、

教務主任、事務職員が入ることになってい

る。校区のこども像を実現するために行く

行くは部会を設置したいと考えている。ま

た、校区の目標を実現するために、これま

での取り組みやつながりを生かしながら、

北中学校が小学校や公民館と連携を図る構

想を考えている。具体的な取り組みとして

は、自分で学ぶ子、学習習慣の定着を目指

すものとして、小中学校共通した学習ルー

ルや家庭学習のルールづくり、校区学習強

調週間の設定などを考えている。心と体の

強い子を目指すものとして、校区合同挨拶

運動や合同総合防災訓練の実施を考えてい

る。ほかにも公民館や連合自治会、ＰＴＡ

の行事への参加や校区全体で人権意識の高

揚ができるような取り組みも考えていく。 

○前田教授 

コミュニティ・スクールとは何かという話

があった。学校、地域、家庭が連携するこ

とで、自分で学ぶとか心と体の強い子供へ

の育成につながると私は感じたが、皆さん

からの質問はあるか。 

●豊田議員 

文科省、教育委員会主導型で来年の４月か

ら導入されるということで、趣旨について

は理解した。最終的には、３者が協力しな

がら学力向上と健全育成ということになる

と思う。健全育成については、私たちが幼

いころには、催しがあると大人５人くらい

に、この子はどこの誰の孫で親父は何をし

ててと、ものの５分くらいで丸裸にされ、

最終的にはどうしようもない悪ガキよと烙

印を押されたが、会話に参加した大人から

叱咤激励をしていただきながら、地域の方

に育てられた経験があるので、いい環境が

できると期待している。校長に聞きたいの

だが、学力向上をしていくためにコミュニ

ティ・スクール導入で具体的にどういうこ

とをされようとしているのか。また、ＰＴ
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Ａの会長からＰＴＡ活動が忙しいのに、こ

れ以上ふえたら大変だという不安な声も聞

いた。コミュニティ・スクールにおいて、

協力していく中で期待することを教えてい

ただきたい。 

●小笠原北中学校校長 

学力向上の具体的な手だてとしては、小中

学校共通の学習ルールや家庭学習ルールづ

くり、校区学習強調週間の設定がある。例

えば、同じような家庭学習のルールを決め

ておくと、保護者も子供に言いやすいし、

地域の方も勉強しているのかなど声をかけ

ることで子供も励みになる。そのようなこ

とができるように小中連携し、学力向上を

図りたい。 

○前田教授 

地域やＰＴＡが今以上に負担になるのでは

という話については、どうか。 

●藤田北中学校ＰＴＡ会長 

北中校区は、新居浜小学校と宮西小学校と

北中学校の２つの小学校と１つの中学校の

校区で構成されている。コミュニティ・ス

クール導入を鑑みて、３校のＰＴＡ役員で

意見交換をする機会が近年ふえており、コ

ミュニティ・スクール導入に対しての意識

調査も行うが、３つの意識に分かれる。１

つ目はコミュニティ・スクール導入により、

子供たちの成長・教育環境が非常によくな

るという前向きな意見。２つ目はコミュニ

ティ・スクール導入により、参加行事や役

割がふえるのではないかという懸念。３つ

目はいまだにコミュニティ・スクールとは

何か、また導入することでどうなるのかと

いう意見だが、これが大半を占めている。

コミュニティ・スクールとは何か、どのよ

うな効果が生まれるのかという質問を受け

るが、答えに詰まるときもある。私なりの

答え方で、平成 31年度までに学校運営協議

会が導入され、学校、ＰＴＡ、地域が協力

して学校運営に携わり、子供たちの教育・

成長環境をよりよいものにしていく試みで

あると答える。そうすると、いいと答える

人もいれば、中には昔からやっていること

で今さら導入しないといけないのかと辛辣

な意見もある。私の目下の悩みだが、コミ

ュニティ・スクールとは何かと聞かれた際

に、北中校区の保護者がそれいいねとズバ

ッとくるような返し方があれば教えてほし

い。 

●藤原議員 

私は惣開校区連合自治会長をしているが、

コミュニティ・スクールという言葉が出る

前で、今から三、四年前に赴任してきた校

長は、地域と一緒に学校を運営したいとい

う気持ちが強く、校長の投げかけから、校

長、公民館長、主事、連合自治会長の数名

で月１回の職員室での給食会を惣開校区と
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して始めた。その給食会では学校や地域の

課題などの意見交換から始まり、さまざま

なことを話す中、相互交流ということで惣

開小学校の音楽会と合同で文化祭を始める

ことになり、参加者もふえる結果となった。

また、防災訓練も地域と学校が一緒にする

ことで、前年の参加者が 160 人だったもの

が 700 人程度までふえる結果となった。そ

の中で思ったことは、単に参加者がふえた

ということではなく、生徒や先生の顔と名

前がわかるようになったということ。相手

の顔が見え、相手の考えていることをお互

いが知ることから、コミュニティ・スクー

ルが始まるのではないか。確かに難しいこ

とだが、ある意味簡単かもしれない。地域

と学校が一緒に何かをやっていこうという

姿勢になれば、さまざまなことが見えるの

ではないかと思う。 

〇前田教授 

地域での賛同が得られれば、協力してもら

える機会がすごくふえる気がする。負担感

については、一方的に負担が増すというこ

とではなく、お互いに助かるという話に持

っていけるのかどうか。そこへの理解が大

きい。学校運営協議会をうまく進めるため

に、どのような応援等があればやりやすい

のか。 

●高田新居浜公民館長 

コミュニティ・スクールにはいろいろなや

り方があるが、私は子供たちが９年間の学

びの中で安心安全で、また楽しい学校生活

ができることが基本だと思う。 

我々も地域として、三世代の交流をしてお

り、この３年間で学校、地域、ＰＴＡが協

力し、小学校で防災キャンプを行った。子

供たちを一晩体育館に泊めて、消防団など

の地域の方に助けてもらい防災のやり方を

指導した。今年は、将来的な地域の防災力

として、中学生を巻き込み、防災士への第

一歩というテーマで通学途中の危険箇所の

洗い出しやマップ化、グループ発表などを

中学生が小学生を指導しながら行うことを

考えている。また、次年度には校長も言わ

れたように３校区合同の防災訓練をやって

みようと思う。生徒やＰＴＡも参加するこ

とで防災力を強めた地域にしたい。 

○前田教授 

地域と学校が協力するいい見本と感じた。

先ほど学力の話も出たが、子供たちへの評

価としては勉強ができるだけでなく、地域

で立ち回る力を持つこととか、いろんな評

価の仕方があると思う。子供の持っている

力を引き出すのは、まさしく地域だと思う。

地域で必要とされる力が、子供たちの中か

ら引っ張り出されて育っていくことができ

るというのは、地域との連携の中で初めて

気がつくことがたくさんあるのかなと。今
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の防災キャンプの話を聞いて、子供にとっ

ても周りの大人にとってもすごくいい話に

なると思った。 

●大條議員 

ＰＴＡの藤田さん、公民館の高田館長の話

の中で、従来の学校行事をより深めていく

作業のほかに、新たな活動、取り組みも生

まれてくると思う。昨年このフォーラムの

中で教室のエアコン設置が話された。これ

は国の動向とも合わさり、来年度に市内の

小中学校全教室にエアコンがつくというこ

とで、12 月補正予算で出ている。それなり

の効果があったと思う。ここで言いわけで

はないが、議会というのは予算を含む提案

はできない。予算案はあくまで市長部局の

ものである。今回のコミュニティ・スクー

ルの取り組みで、ＰＴＡや地域や学校に負

担感が出るのであれば、財政的な面も含め

て考えていかないといけないが、教育委員

会として、近藤委員、本田委員、財政的な

支援をしていくかどうかの議論はどの程度

されたのか。 

○前田教授 

その話は、本筋からずれている気がする。

コミュニティ・スクール全体のことを考え

たときに、目標を共有してから進んでいか

ないかという話である。自分で学ぶ力が身

についたり、心と体が強くなるような子供

たちが育っていくことを目標とし、共有し

たときにそれぞれの部署で何ができるのか

というのがあると思う。皆の目標がずれて

いるとまずいので、目指すべき姿を共有し

ながら進めていけたらいいと思う。それを

踏まえた上で、コミュニティ・スクールに

対しての思いを発言いただけたらと思う。 

●近藤教育委員 

先ほど第一部の話の中で高校生が先輩や近

所の方に会社の話を聞いて就職先を決めた

という話があった。私は教育委員であるが、

企業や教職員の研修の際に働き方の話をし

ており、その中で企業の方からロールモデ

ルがいないということを聞くことがある。

高校生の就職の事例を聞くと、地域や学校

にロールモデルがたくさんいる中で、彼ら

は就職を決めたのだと思った。このコミュ

ニティ・スクールというのは、地域や学校

における９年間の育ちや学びということで

話しているが、最終的には９年間の学びの

後、皆がさまざまなところで学んだり、働

いたりした中で、行く行くは地域に帰り、

地域を盛り上げるということで、一人一人

がロールモデルを見る側から、自分たちが

ロールモデルになっていく。そういう場所

として循環していけば、コミュニティ・ス

クールの目的は達成されるものと考えてい

る。 

●本田教育委員 

先ほど、ＰＴＡの方から負担感がふえるの

ではないかという心配を聞いた。ＰＴＡの

保護者は、学校活動に協力的で、いろいろ

な活動をしていると思うが、この地域の方

というのは、ＰＴＡの世代の方よりももう

少し幅の広い市民になると思う。最近、核

家族化が進み、地域の近所の方と保護者と
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の接点がすごく少なくなっており、隣の住

人がどんな人かわからないような状態の中

で生活していると思うが、コミュニティ・

スクールとは学校と地域とのつながりをつ

くる仕組みだと思う。今までは地域と学校

との話し合いの場として、学校評議員会が

あったが、学校評価についてだけの会であ

ったと思う。コミュニティ・スクールの学

校運営協議会となると、行事や子供の生活

のこと、学校や地域のことなどいろいろな

ことを課題として話し合う機会を得られる

ので、その中で地域と保護者と学校とのつ

ながりができるということは、地域の教育

力も一過程として得ることでができる。保

護者も隣の市民や高齢者を知ることができ

るといった利点にもつながると思うので、

これは、現代社会においては、とても理想

的で、課題となるところをついた市民のコ

ミュニティをつくる場としての仕組みだと

思うので、今始まっている地域学校協働活

動や地域の活動と組み合わせて、地域と学

校がつながるような仕組みになればいいと

思っている。 

○前田教授 

そういう思いを実現していくに当たり、財

政措置が必要であれば、財政措置を行う立

場の人、実現に向けてかかわる人、現場で

動く人などが一緒に一つの目標で動いてい

くことが大事だという気がする。学校運営

協議会という組織がこれからできていくと

思うが、そこで話し合うことは手段である

ので、話し合ったことをどう実現していく

のかということがこれから求められる。そ

のときに財政措置が必要であれば何らかの

財政措置を講じないといけない。そういう

意味での運営強化を考えたときに、地域の

企業が運営協議会のメンバーとしてかかわ

っていくことがあるのかどうか。地域のメ

ンバーとしてかかわってくることができて

くると、先ほどの工業高校の生徒が言って

いたような、ちまたに情報があふれ、自分

たちの身の回りにある仕事の価値に気づい

ていくことができるかもしれない。それは

与えられるのではなく、子供たちが自分で

学びとるという環境を周りにたくさんつく

っていくことなのかもしれない。そういう

機会をたくさんふやしませんか。みんなが

子供たちの気づきを応援しませんか。これ

に気づけという話ではなくて、子供たちが

気づくことを応援するというやり方が今後

進んでいくといいかなと思いながら聞いて

いた。まだまだいろんな議論をしながら、

進めていかなければいけない部分がたくさ

んあると思う。少し時間が来てしまったが、

会場の方から意見があれば、伺いたい。 

○一般人（男性） 

企業の立場からすると、市が先頭に立ち企
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業にそういう姿勢を求めてくれば、企業と

しても協賛できるのではないかと思う。た

だ、一部団体からということになると、た

くさん団体があるので、窓口を一つにした

らいいと思う。あと、若干昔の話になるが、

自治会では挨拶運動を、学校では不審な方

には声をかけられても挨拶してはいけない

とされていたが、これを見ると、学校、地

域、家庭という３者がみんな善人だと思っ

て挨拶をしていくという捉え方になるので

素晴らしいと思うが、可能なのかどうか。

また、子供たちがだいぶ減ってきている。

そういう点からすると、先生方は、部活や

こういう取り組みをしていけるのか。子供

の立場からすると、部活や塾があり、子供

の協賛も得られるような工夫をどうされて

いくのか。あと、住友城下町であり、世界

を代表するような大企業がある町なので、

学力も上げていかないといけない。一概に

は言えないが、優秀な大学に入って、地域

に貢献できるようなそういう面において、

コミュニティ・スクールがどうつながって

いくのかという最終的なゴールを見た上で

決めていくということを我々がもう少し勉

強していかないといけないと思った。 

○前田教授 

どうかかわっていくのかということで、窓

口を一本化するという話があったが、いろ

いろなやり方があると思う。地域の一員と

して、地域の中にある企業の人たちが学校

にかかわっていくという考え方もあると思

う。当然大きな企業は市域全体になってし

まうので、そのあたりをどうするかという

のは、企業のかかわりが必要と判断された

ときに工夫していく必要がある。また、学

力を上げることは大事なことであるが、学

力がベースにあるのではなく、人間として

のベースがあって学力があるという考え方

もあると思う。それについては、正解がな

いので、いろいろな議論をしながらつくっ

ていくことも含めて考えないといけない。

議論し尽くせない部分があり、恐縮ではあ

るが、時間も来たためここで終わりたいと

思う。
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男 27人

73%

女 9 人24%

無回答 1

人 3%

性別

３ （１）来場者アンケート調査 （11月 20日）  

■来場者にアンケート調査を実施し、37人（回収率 52.1％）から回答を得た。 

①性別 

来場者の性別は男性が 27 人（73.0％） 

女性が 9 人（24.3％）、無回答 1 人（2.7％） 

となっている。 

 

  

 

 

 

 

②年齢 

来場者の年齢は 20 代が 2 人（5.4％） 

30 代が 2 人（5.4％）、40 代が 10 人（27.0％） 

50 代が 15 人(40.5％)、60 代が 5 人（13.5％） 

70 代が 3 人（8.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

③お住まい 

来場者の住まいは上部地区が 16 人（43.2％） 

川西地区が 14 人（37.8％）、 

川東地区が 7 人（18.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

④参加のきっかけ（複数回答） 

市政だより 16 人、議員紹介 15 人、 

ホームページ 9 人が多数を占めている。 

 

20代 2人

5% 30代2

人5%

40代 10 

人27%
50代 15人

41%

60代 5人

14%

70代 3人

8%

年齢

上部地

区 16人

43%川西地

区 14人

38%

川東地区

7人 19%

お住まい

16人

9人

15人

5人

市政だより

ホームページ

メルマガ、ＳＮＳ

議員紹介

その他

無回答

参加のきっかけ
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⑤市議会情報 

市議会だよりの情報については、 

必ず読んでいる 20 人（54.1％）、 

ときどき読んでいる 14 人（37.8％）、 

ほとんど読んでいない 2 人（5.4％）、 

読んでいない 1 人（2.7％）となっている。 

 

 

 

 

⑥評価について 

フォーラム開催の評価については、評価する 

20 人（54.1％）やや評価する 14 人（37.8％） 

を合わせて、ほとんどの参加者が評価してい

ると回答した。 

 

 

 

 

 

⑦時間について 

開催時間については、ちょうど良かったが 

26 人（70.3％）と、7 割以上の参加者が 

ちょうど良いと回答した。 

 

 

 

 

 

⑧テーマについて 

テーマについては、満足 13 人（35.1％）、 

やや満足 17 人（45.9％）を合わせて、 

8 割以上の参加者が満足と回答した。 

 

 

 

長かった 1人 3%

やや長

かった

2人 5%

ちょうど

良かった

26人 70%

短かった

4人 11%

無回答

4人 11%

時間

満足

13人 35%

やや満足

17人 46%

どちらと

もいえな

い 5人

13%

やや不満

1人 3%
不満

1人 3%

テーマ

必ず読ん

でいる

20人 54%
ときどき

読んでい

る 14人

38%

ほとんど

読んでい

ない 2 人

5%

読んでい

ない 1人

3%

市議会情報

評価する

20人 54%
やや評

価する

14人

38%

どちらと

もいえな

い 2人 5% 無回答1人3%

評価について



41 

 

 

⑨構成・内容について 

構成・内容については、満足 9 人（24.3％） 

やや満足 15 人（40.5％）を合わせて 

6 割以上の参加者が満足と回答した。 

 

 

 

 

 

 

⑩スムーズさについて 

会のスムーズさについては、 

満足 13 人（35.1％） 

やや満足 14 人（37.8％）を合わせて 

７割以上の参加者が満足と回答した。 

 

 

 

 

 

⑪また参加したいかについて 

フォーラムにまた参加したいかについては、  

参加したい 13 人（35.1％） 

やや参加したい 16 人（43.2％）と合わせて 

8 割近くの参加者が参加したいと回答した。 

 

 

 

 

⑫自由意見 

○ホワイトボードの画像がスクリーンに拡大され見やすかった。フォーラム形式にこだわらず、

各団体に議会が出向いて意見を吸い上げる形でも良いのでは。（４０代 男性）   

○このままの形を継続されると、議論が深まるテーマの設定に苦慮されるのではないでしょうか。

（６０代 男性） 

○今の方式でよいと思う。（７０代 男性）     

満足 9人

24%

やや満足

15人 40%

どちらと

もいえな

い 7人

19%

やや不満

4人 11%

不満 1人

3%

無回

答 1人

3%

構成・内容について

満足

13人

35%

やや満足

14人

38%

どちらと

もいえな

い

7人

19%

やや不満

1人3%

不満１人3％
無回答

3人

3%

スムーズさについて

参加した

い 13人

35%

やや参加

したい

16人 43%

どちらと

もいえな

い 6人

16%

あまり参

加したく

ない 1人

3%

参加した

くない 1

人3%

また参加したいか
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○１回１テーマの設定で意見を深めるといい。（６０代 男性）     

○参加者の減少が気になる。いわゆる一般市民が気軽に参加できる場所、テーマをさらに工夫す

れば。時間は現状で良いと思う。（５０代 男性）  

○時間が短い。（５０代 男性）     

○参加者が少なかったのが残念でした。道路の決定（優先順位）をポイント制でとか、観光資源

の見える化、ＱＲコードの活用、市民への周知等参考意見があったのに。（５０代 男性） 

○要望と行政施策の論点整理ができたように思う。（５０代 男性）    

○ＰＲ不足なのか、市民の無関心さなのか、本当にお客様が少ないように思いました。（６０代 

女性） 

〇参加者が少ないので、交換会の方法を検討してはどうでしょうか。（５０代 男性） 

〇もっと地域の情報を掴んで話し合いしてはいかがでしょうか。まちなかサイクリングでゆっく

り観光を応援しています。（５０代 男性） 

〇議員さんや地域のえらいさんの話、意見は聞けますが、一般市民の意見を出せる方法を検討い

ただきたい。（４０代 男性） 

〇市民の交換会ではない。できレースっぽい。残念なかんじ、参加する時間のムダ。少ない時間

の中で２つのテーマは時間がなさすぎる。あまり活発な意見が出なかった。市内の道路の話の

進行を他市の人にお願いするのはおかしい。道路が未整備なのであれば、今、四国県内を自転

車道をつくろうとしているのだから、しっかり幅をとって自転車道にしないと、人の歩かない

歩道がムチャ広くて、自転車は車道を通っているので危険。計画の変更が必要！歩道も車が走

りそうなくらい広すぎ。こういった会に女性がいない。年代も様々な人を呼ばないと、様々な

意見が出てこない！観光に関してはもう少し市内から意見を出してもらって形にした方がよ

い。物産協会の人は男性ばかりなので男性目線では気づきにくい事があると思うので、女性、

高齢者の意見を聞く機会をもうけたらいいと思う。市政だよりにアンケート付けたらよい。（４

０代 女性）      
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３ （２）来場者アンケート調査 （11月 21日）  

■来場者にアンケート調査を実施し、34人（回収率 40.5％）から回答を得た。 

①性別 

来場者の性別は男性が 28 人（80.0％） 

女性が 5 人（14.3％）、無回答 2 人（5.7％） 

となっている。 

 

 

 

 

 

②年齢 

来場者の年齢は 40 代が 8 人（22.9％）、 

50 代が 20 人（57.1％）60 代が 6 人（17.1％）、 

70 代が 1 人（2.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

③お住まい 

来場者の住まいは上部地区が 16 人（45.7％） 

川西地区が 9 人（25.7％）、 

川東地区が 9 人（25.7％） 

無回答が 1 人（2.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

④参加のきっかけ（複数回答） 

市政だより 18 人、議員紹介 14 人、 

ホームページ 9 人が多数を占めている。 

 

 

男 28人

80%

女 5 人

14%

無回答

2人 6%
性別

40代 8 

人23%

50代 20人

57%

60代 6人

17%

70代 1

人 3%
年齢

上部地区

16人

46%

川西地区 9

人 26%

川東地区

9人 26%

無回答

1人3%

お住まい

18人

9人

2人

14人

2人

市政だより

ホームページ

メルマガ、ＳＮＳ

議員紹介

その他

無回答

参加のきっかけ
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⑤市議会情報  

市議会だよりの情報については、 

必ず読んでいる 17 人（48.6％）、 

ときどき読んでいる 15 人（42.9％）、 

ほとんど読んでいない 1 人（2.9％）、 

無回答 2 人（5.7％）となっている。 

 

 

 

 

⑥評価について 

フォーラム開催の評価については、 

評価する 16 人（45.7％） 

やや評価する 14 人（40.0％）を合わせて、 

8 割以上の参加者が評価していると回答した。 

 

 

 

 

 

⑦時間について 

開催時間については、ちょうど良かったが 

21 人（60.0％）と、6 割の参加者が 

ちょうど良いと回答した。 

 

 

 

 

 

⑧テーマについて 

テーマについては、満足 12 人（34.3％）、 

やや満足 17 人（48.6％）を合わせて、 

8 割以上の参加者が満足と回答した。 

 

 

 

必ず読ん

でいる

17人

48%

ときどき

読んでい

る 15人

43%

ほとんど

読んでい

ない 1 

人3%

無回答

2人 6%

市議会情報

評価する

16人

46%

やや評価

する 14

人 40%

どちらと

もいえな

い 3人

8%

無回答2人6%

評価について

長かった 1人 3%

やや長

かった

5人 14%

ちょうど

良かった

21人

60%

やや短

かった5人

14%

短かった

1人 3%

無回答

2人 6%
時間

満足

12人

34%

やや満足

17人

49%

どちらと

もいえな

い 1人

3%

やや不満

4人 11%

無回答

1人 3%
テーマ
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⑨構成・内容について 

構成・内容については、満足 9 人（25.7％） 

やや満足 18 人（51.4％）を合わせて 

8 割近くの参加者が満足と回答した。 

 

 

 

 

 

 

⑩スムーズさについて 

会のスムーズさについては、 

満足 14 人（40.0％）やや満足 16 人（45.7％） 

を合わせて８割以上の参加者が満足と回答した。 

 

 

 

 

 

⑪また参加したいかについて 

フォーラムにまた参加したいかについては、 

参加したい 16 人（45.7％） 

やや参加したい 13 人（37.1％）と合わせて 

8 割以上の参加者が参加したいと回答した。 

 

 

 

⑫自由意見 

○観覧者、参加者が少ない。（５０代 男性） 

○時間が短い。もっとじっくりと意見、話を聞いて欲しい。（５０代 男性） 

○時間が不足かと思いますが、平日夜間ではやむを得ないと思います。現在のスタイルで外部コ

ーディネーター（有識者）にお任せした方が進行がスムーズで良いと思います。（５０代 ？） 

○自治会と行政がしているまちづくり校区懇談会とどう違うのか。その辺を明らかにすることで、

やる意義がもっと見えてくるように感じる。（５０代 男性）    

○参加者が増える方法も考えた方がよいのでは。（５０代 男性）   

満足 9

人 26%

やや満

足 18人

51%

どちら

ともい

えない

6人

17%

やや不

満 1人

3%

不満

1人

3%

構成・内容について

満足

14人

40%
やや満

足

16人

46%

どちら

ともい

えない

3人

8%

やや不満

2人6%

スムーズさについて

参加した

い 16人

46%

やや参加

したい

13人

37%

どちらと

もいえな

い 5人

14%

あまり参

加したく

ない 1人

3%

また参加したいか
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○コーディネーターのフォーラムの進め方がうまいですね。感心しました。（７０代 男性） 

〇市民との意見交換会は第一回から参加している。最初は陳情のような意見が多かったが、たま

には市民から議員に対して厳しい意見もあって、緊張感が少しあって良かった。フォーラム形

式になって、どのような目的で行っているのかよくわからない。議員が各種団体等から現状の

課題を徴して勉強したいのか、各種団体等と議員とで課題について議論したいのか。議論する

にしては議員の勉強不足が露呈している感がある。コーディネーターに何を求めているのか。

いつも時間がなくて中途半端な形で終わっている。各種団体等からの意見を活かしているのか。

例えば、議会において理事者に対して、質問や提案をしているのか。しているのであれば事例

集みたいなものを作成して、市民にアピールした方がよりわかりやすい。フォーラム形式にな

って参加者が減少しているように思える。市民との意見交換会と言っているが、各種団体等と

の意見交換会で一般市民との意見交換ができていない。方法の見直しを検討すべきである。ま

だ市政懇談会の方が意見交換になっている。（６０代 男性） 
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４ 資料編（会場ホワイトボード）  

■１１月２０日（火） 

第一部 環境建設委員会 

テーマ：「都市計画道路の見直しについて」ホワイトボード   

 

 

第二部 市民経済委員会 

テーマ：「観光振興について」ホワイトボード 
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■１１月２１日（水） 

第一部 企画総務委員会 

テーマ：「新居浜市の未来について ～若者の意見をきく～」ホワイトボード 

 

 

第二部 福祉教育委員会 

テーマ：「コミュニティスクールについて」ホワイトボード 
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新居浜市議会市民との意見交換会 議会フォーラム 2018 
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